




直に耳を傾け、地域にあるさまざまな課題についてともに考えるという場は非常に重要

であり、この小山田学校の開校こそが、地域の総合相談窓口である在宅介護支援センタ

ーの活動基盤を作り上げることにも繋がった。 

現在では、より小地域（町単位、自治会単位）での新たな取り組みや活動等に繋がっ

てきており、運営の主体が在宅介護支援センターから地域住民主体にシフトし、在宅介

護支援センターは必要な時に必要な場面でその運営あるいは住民を支援するというスタ

ンスに変わってきている。 
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４ 会 人の へ      

 当法人の地域福祉事業の理念のひとつである、『「地域の生活支援の拠点法人」である

ことを自覚し、絶えず地域住民との情報交換（コミュニケーション）を欠かさず、地域

に編成されたサービスの工夫開発に視点を置くこと』から、当法人の行うイベントや勉

強会に地域の方々に参加してもらうだけでなく、各拠点それぞれの地域の盆踊り、文化

祭、運動会等々にもさまざまな形で積極的に出かけて参加するように努めてきた。具体

的には、出前講座や出前ミュージックアクティビティ、出前バンド演奏、機材や備品の

貸し出し、福祉サービス等の紹介パネルの展示、介護相談、健康チェック、模擬店の設

置など、法人の有する資源≪人・物・情報・専門性等≫を提供することで地域の活性化

の支援を行っている。これらの地域支援活動は、当法人の７つの地域拠点のみならず、

他の地域にも広がってきている状況である。 

 あくまで地域にこだわり、地域とともに協働してさまざまな地域交流や地域支援活動

に取り組んできたことは非常に大きな財産であり、今後の当法人の方向性を見据えてい

く上で新たな事業展開に繋がるものであると考える。 
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